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お 知 ら せ

実
り
の
秋

小
学
生
が
稲
刈
り
体
験

を
行
い
ま
し
た

教育総務課
菅
谷
小
学
校
（
１０
月
３
日
実
施
）

七
郷
小
学
校
（
１０
月
１７
日
実
施
）

志
賀
小
学
校
（
１０
月
２２
日
実
施
）

教
育
関
連
物
品
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た

教育総務課

「
嵐
山
コ
ス
モ
ス
タ
ー
ズ
」

メ
ン
バ
ー
募
集
し
ま
す

文化スポーツ課

１０月ブンブンハローウィン

目録の贈呈

税
理
士
に
よ
る
無
料

相
談
を
開
催
し
ま
す

税務課

～
ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
～

　
１２
月
は
収
税
強
化
月
間
で
す

税務課

問
合
せ　

教
育
総
務
課

　

☎
６２

－

０
８
２
３

　

町
内
３
校
の
小
学
５
年
生
が
、
食

や
農
業
の
大
切
さ
を
学
ぶ
授
業
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
こ
の
体
験
は
、

今
年
で
１７
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
町

内
の
田
ん
ぼ
で
、
６
月
に
田
植
え
を

行
い
、
い
よ
い
よ
収
穫
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
農
家
の
方
や
東
松

山
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方

か
ら
、
米
作
り
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

台
風
に
も
負
け
ず
立
派
に
実
っ
た

稲
を
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い
鎌
を

使
い
、
秋
晴
れ
の
中
、
作
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
機

械
化
さ
れ
収
穫
に
か
か
る
時
間
は
短

縮
さ
れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は

苗
が
大
き
く
成
長
し
て
い
る
こ
と
に

感
謝
を
し
な
が
ら
、
一
株
一
株
丁
寧

に
鎌
で
刈
り
取
り
、
収
穫
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
お
米
は
、
学
校
給

食
で
全
校
児
童
が
味
わ
う
予
定
で

す
。

　

町
立
玉
ノ
岡
中
学
校
に
株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行
か
ら
学
用
品
等
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
武
蔵
野
銀

行
に
は
、
民
間
企
業
の
私
募
債
を
発

行
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部
で
地
域

の
学
校
等
に
教
育
関
連
物
品
を
寄
贈

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る

サ
ン
メ
ー
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
が
こ

の
制
度
を
利
用
し
、
学
校
が
希
望
し

た「
テ
ン
ト
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
行
事
や
部
活
動
等
の
学
校
生

活
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
総
務
課

　

☎
６２

－

０
８
２
３

　

私
た
ち
「
嵐
山
コ
ス
モ
ス
タ
ー

ズ
」（
嵐
山
町
青
少
年
相
談
員
）
と

一
緒
に
、
子
ど
も
た
ち
と
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
し
た
り
、
い
ち
ご
狩
り
に
行

っ
た
り
、
レ
ク
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し

ま
せ
ん
か
。
１８
歳
～
３０
歳
の
子
ど
も

が
好
き
な
方
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
新

メ
ン
バ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　

☎
６２

－

０
８
２
４

　

贈
与
税
や
相
続
税
な
ど
の
各
種
税

金
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
な
こ
と
に

つ
い
て
、
税
理
士
の
方
々
に
無
料
で

ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

日
　
時　

平
成
３１
年
１
月
８
日（
火
）

　
　
　
　

１０
時
～
１２
時

場
　
所　

税
務
課

対
　
象　

町
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
み　

１２
月
２１
日（
金
）
ま
で

電
話
ま
た
は
税
務
課
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課　

課
税
担
当

　
　
　
　

☎
６２

－

２
１
５
３

　

町
で
は
毎
年
５
月
と
１２
月
を
「
収

税
強
化
月
間
」
と
し
、
税
務
課
職
員

を
中
心
に
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る

方
々
の
お
宅
を
重
点
的
に
訪
問
し
ま

す
。

　

町
税
等
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が

期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
納
期

限
を
経
過
し
て
も
納
付
が
な
い
と
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
納
付
が
困
難
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
納
税
者
の
意

思
に
関
わ
り
な
く
滞
納
処
分
（
不
動

産
・
給
与
・
預
貯
金
等
の
差
押
）
を

受
け
る
ほ
か
、
社
会
的
信
用
を
失
う

な
ど
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
。

問
合
せ　

税
務
課　

収
納
対
策
室

　
　
　
　

☎
６２

−

２
１
５
３
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南
部
交
流
セ
ン
タ
ー

の
ト
イ
レ
を

改
修
し
ま
し
た

ふれあい交流センター

改修したトイレの外観

ＬＥＤになり、明るくなりました

トイレが洋式になりました

平
成
３０
年
度
分
住
宅
耐

震
化
関
係
の
補
助
金
受

付
は
終
了
し
ま
し
た

まちづくり整備課

東
原
土
地
区
画
整
理
事
業

竣
工
記
念
碑
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

まちづくり整備課

　

こ
の
た
び
、
南
部
交
流
セ
ン
タ
ー

の
ト
イ
レ
を
改
修
し
、
洋
式
化
し
ま

し
た
。
あ
わ
せ
て
、
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
塗
装
修
繕
も
行

い
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。

　

南
部
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
申
込

み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
６２

－

２
１
４
４

　

昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
耐
震
化
診
断
・
工
事
の
促
進
の

た
め
の
補
助
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

国
・
県
の
補
助
金
の
締
切
り
に
伴

い
、
今
年
度
の
補
助
事
業
の
受
け
付

け
は
終
了
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　

開
発
担
当　

☎
６２

－

０
７
２
１

　

嵐
山
町
東
原
土
地
区
画
整
理
事
業

は
去
る
昨
年
１０
月
３１
日
に
換
地
処
分

の
公
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
の
竣
工
を
記
念
し
て
、
竣
工

記
念
碑
が
嵐
山
町
東
原
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
に
あ
る
街
区
公
園
内
に

建
立
さ
れ
、
１０
月
２８
日
に
竣
工
記
念

碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
引
き
続
き
、
組
合
の
残
務

処
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
事
業
完

了
ま
で
、
皆
さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　

区
画
整
理
担
当

　

☎
６２

－

０
７
２
１

高齢者生活支援サポーター養成講座のお知らせ
高齢者を地域で支え合うための基礎的な知識や技能を学んでみませんか

　高齢者のみなさんが住み慣れた地域で暮らし
ていけるように、掃除や調理、買い物など、日
常のちょっとした困りごとを支援する生活支援
サポーターを養成します。
　お互いに支え合い安心して暮らせる地域にし
ていきましょう。

場　所　ふれあい交流センター
内　容　訪問による調理・掃除・洗濯・買

物等の生活援助を行うための一定
程度の基礎知識と技能の習得

対　象　原則町内在住で、講座終了後、町
内事業所で活動ができる方

費　用　１，４５０円（保険料・テキスト代）、
のほか調理実習食材費

定　員　３０人（先着順）
申込み　１月３１日（木）までに社会福祉協

議会へお申し込みください。
問合せ　嵐山町社会福祉協議会　

生活支援コーディネーター　中静
☎６２－０７２２

日　　　時 内　容

第１日 ２月１４日（木）　９：３０～１６：３０ 講義・実習

第２日 ２月２１日（木）　９：３０～１６：３０ 講義・実習

第３日 ２月２４日～３月１０日の期間で調整
します。

現地実習
（２時間程度）

※現地実習：〇訪問介護事業所のホームヘルパーと同行訪問し、
調理・掃除・洗濯等の生活支援

　　　　　　〇デイサービス事業所での介護実習


